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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,こ れまでほとんど調べ られていなかった中国語圏における知的障害児の四声発話障

害 を聴覚印象 と音響分析か ら捉え,健 常幼児との比較か ら,音 声発達の様相 とその遅れを検討 し

たものである。

本論文は,5部 か ら構成される。第1部 は,第1章 では,2歳 の一健常幼児 と,25～30歳 の健

常成人8名 の単音節語の発話分析か ら,四 声のうち,T3の 周波数パター ンは年齢の成長 につれ

て,成 人 と類似 したものが現れてくることが示唆された。第2章 では,4～6歳 の健常幼児18名

と4～13歳 の知的障害児71名 を対象 とし,音 標文字の発話 につ いて検討 した。その結果,本 研究

での知的障害児の発話は精神年齢 よりも生活年齢 との関連が高いことが示唆 された。第3章 では

4～13歳 の知的障害児71名 を対象とし,四 声の聴覚的弁別 について検討 した。そ の結果,四 声の

聴覚的弁別 と四声の発話 との関係は明白でなかった。第4,5章 では4～6歳 の健常幼児!8名,

4～13歳 の知的障害児71名 を対象 とし,単音節語 の復唱を聴覚印象 と音…響分析 の両方か ら調べた。
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その結果,①R(right)発 話の場合,す べての被験児群 とも四声のうちT3の みは聴覚 印象が,

四声の型であるにもかかわ らず,周 波数パターンが型 と異なっていた。②健常幼児群のT3は,

5歳 か ら成人と類似 した下降型へ移行 したが,知 的障害児群では,MAは 類似 しているにもかか

わ らず,中 学校MR群 にな っては じめて,健 常幼児 と類似 した周波数パター ンとなった。③知的

障害児群でのW(wrong)発 話は,T2に 集中していた。 これは彼 らの呼吸,声 帯及び口腔喉頭

の調節が まだ充分制御 されていないことが考えられた。④生活年齢の低いCA対 応MR群 及びM

A対 応MR群 では,四 声の誤 り以外に,音 素の置換や省略がみ られた。 したが って,知 的障害児

は四声と音素の両方を同時に配慮 して発話することが,ま だ充分できないことが示唆された。

第2部 は,第1章 では,2歳 の一健常幼児,25～30歳 の健常成人8名 の二音節語の復唱結果か

ら,幼 児の周波数パターンは,年 齢の増加 につれて,成 人と類似するものへ移行,ま た,ポ ーズ

のない語数の方が多 くなることが示唆された。第2,3章 では4～6歳 の健常幼児18名 と4～13

歳の知的障害児7!名 を対象 とし,二 音節語の復唱を聴覚印象 と音響分析の両方か ら調べた。その

結果,① 健常6歳 児群,す べての知 的障害児群 ともポーズのある語の数の方が多かった。 しか し,

ポーズの有無 による持続時間への影響か らみると,生活年齢 の低 いCA対 応MR群 についてのみ,

ポーズのない語の持続時間が有意 に長かった。②ポーズのある語の周波数パター ンについて,健

常幼児群では加齢 につれて,5歳 か ら成人 と類似 したパターンへ移行する傾向がみ られた。一方,

知的障害児群では,MAが 近似 していても生活年齢の高い中学校MR群 でさえ健常4歳 児群の結

果に近づ く傾向が見 られなかった。 したがって,単 音節語 と比べ,二 音節語の音声発達は,知 的

障害児群では健常幼児群 よりもかな り遅れていることが示唆された。③知的障害児群の二音節語

のW発 話が,先 行音節のT2に 集 中す る傾向がみ られた。

第3部 では,第1部 の4～6歳 の健常幼児18名 及び4～13歳 の知的障害児71名 を対象 とし,二

音節語の絵 カー ド呈示 による自発話及び絵カー ド呈示 を伴 う復唱発話について検討 した。その結

果,① 健常幼児群 について,自 発話ではポーズのある語 とない語の数がほぼ 同様になった。 また,

復唱発話では,ポ ーズのある語の持続時間が有意に長かった。一方,知 的障害児群ではいずれの

発話にもポーズのある語 の数のほうが多 く,ま た,ポ ーズの有無による持続時 間への影響はみ ら

れなかった。②生活年齢の低 いCA対 応MR群 及びMA対 応MR群 では,四声の発話障害の他 に,

四声 も音素 も同定できない音を生 じた。 これは知的障害児は,四 声 と音素の両方 を同時に配慮し

て発話す る能力が未発達だ と考え られる。

第4部 では,各 群の比較 によって示唆された知的障害児の四声障害 と生活年齢,及 び精神年齢

との関連性を立証するため,同 等の精神年齢で,生 活年齢の中間のMA対 応MR群31名 を対象 と

し,単 音節語及び絵カー ド呈示による二音節語の発話を縦断的に調べた。その結果,① 知的障害

児の音声発達は,健 常幼児よ りもかな り遅れているが,加 齢に したがって,健 常幼児を追従する
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傾 向がみ られた。 したがって,こ の音声発達は知的な遅れ以外 に,生 活年齢 との関連性が高 いと

考 え られた。②知的障害児の音声発達の遅れは精神年齢の要因だけでなく,音 声器官のコン トロ

ールな どの発達の遅れ等他の要因 も関係 していると考えられる
。

第5部 では,上 述 した研究結果を踏 まえて知的障害児の四声発話の発達過程,及 び四声障害に

対 しての教育的配慮,及 び改善方法を述べた。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は,中 国語圏における知的障害児の言語障害の様相を四声障害の観点か ら把握 しようと

した ものである。研究方法は,中 国語 の単音節語,二 音節語を用いて四声の聴覚印象 による音声

学的 ・聴知覚的分析,と 周波数パター ン ・持続時間分析 という音声の物理的特性 との両面か ら分

析する方法で行 った。中国語 圏における知的障害児の四声障害に関して,こ のような手法,特 に

コンピュータによる精細な音響分析による研究は,始 めてのものである。

研究の主な成果 として,① 健常幼児の四声の発達は,5歳 頃に成人 と同様な レベル に達する こ

と。②知的障害児の四声障害は,T2に 顕著に現れること。③知的障害児は四声の発話障害の他

に,四 声 と音素の両方 を同時に配慮 して発話す る能力が未発達である こと。④知的障害児 に見 ら

れ る四声の発話障害は,精 神年齢ばか りでな く生活年齢 とも関連 している こと。⑤聴覚印象 とい

う音声学的 ・聴知覚的分析結果 と音響学的分析結果 とが必ず しも一致 しないこと,等 を示 した。

本論文は,台 湾の学校を中心に行った ものであるが,知 的障害児の発達の多様性 と教育環境条

件 の多様性 がある中で,対 象児の抽出が必ず しも十分に統制で きなかった こと。 また,聴 覚印象

と音響学側面 にずれがあるという音響分析の根本問題。更に,音 声の聴知覚 と発話の関係が理論

的 に解明 されていないという学問的な壁にも影響され,今 後に残す問題 も多い。 しか し,従 来 中

国語圏では,知 的障害児の四声障害の研究 も極めて少な く,そ れ らも音声の聴覚印象 という主観

的資料 による研究であった。その研究水準 に音響学的分析資料を集積 し,四 声と発話障害の発達

的変化 を縦 断的 ・横 断的に示 したことは評価できる。 また,こ の結果が中国語圏における知的障

害児の言語 障害教育に果たす意義も大 きいと考え られる。

よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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